
.支部だより・

-中部支部.

真夏の曇天は蒸し暑かったが， 14名の人たちが名古屋

の一角に集まり，事 5 台を連らねて長野県飯田市まで走

った.市内のリンゴ並木のある通りを横に入ると中電の

飯田総合制御所があった.

見学会

「中部電力飯田総合併j御所j (8 月 18 日)

近年家庭や工場での電力消費量が年々増加している.

中部電力では，業務の効率化を目ざして，発電所や変電

所の無人化を進め制御所で10カ所程度の無人の発電

所を運転していたが，これも限界に達し，新しく発電所

る.しかし，これで現実の経済は推定できない.情報の

価値を考え，モデルへの偏見を退け，データに独立に，

いかにモデノレをテストできるか? この閤難を退けるの

は実現化である.そして「理想モデルj の満足すべき条

件はつぎの点であるという.①データのみに依存し，他

に依存しないこと.②モデルを構築した方法からは独立

していること.③できるかぎり単純であること.④デー

タにもとづき容易に計算できること.⑤モデルは普遍性

があること.⑥求めるものを得られたかどうかを知るこ

とができること.そして定理[理想モデルは存在する J と

いう話へと進んでいった.後日カルマン氏よりこの講演

に関連した論文が送られてきた.タイトルは rSystem

Theoretic Critique of Dynamic Economic Modelsj 

である.興味のある方は中部支部の中田まで御一報くだ

さい.

から配電線にいたる多数の電力設備をコンビュータ技術 毎月集まるメンパーは，すでにORのいろいろなこと

を駆使して l カ所からまとめて運転する「設備総合自動 について知っている人が多い.報告内容もレベルの高い

化システム j を開発したとのことであった.その第 1 号 ものが多い.このままで、は学校を出たての若い人たちが

機がこの飯田市にあり，給電所の系統運用業務と 200 カ 出る機会がない.そこで，若い人たちへのORの啓蒙か

所位の無人発変電所の運転業務とを統合し，電力設備の つ訓練の場として，できるだけ簡単な話，まだまとまっ

一貫運営が可能になったという.カラーテレビに表示さ ていない話など自由に話せる機会を作ろうということで

れる，発電所結線画面，水系図画面，総需要カープ画面 計画されたのがつぎの事例研究会で、あった. (10月 20 日)

等は非常に工夫されており興味深いものであった. 事例研究会

この日は飯田市内に l 泊.翌日，帰り道は中仙道.古

い宿場町妻籍，馬簡を訪ねる.学会員同志が時々こうし

た親睦の時をもてるのは，し、いことだなと思った，

名古屋大学の中村教授の招きで，カノレマン・フィルタ

ーのカルマン氏がくるそうだ.研究会で講演してもらお

う.通訳は? 謝礼は? まあ，やってもらおうという

ことで決まった講演会がつぎのようなものであった.

講演会

fIntroduction to the Theory of Modeling and 

Realizationj (フロリダ大学，チューリッヒ工科大学教

授R.E. Kalman) (通訳一静岡大学助教授市川朗氏)

( 9 月 2ラ日)

モデルの理論とは，いったいどんなものなのか? そ

してそのモデルを実現化することは可能なのだろうか?

カルマン氏はまずモデル化の概念から話し始めた.モデ

ルにはつぎの 2 種類がある. 1.法則からパラメーターを

仮定して求めるモデル. 2. 観測データから直接作り上げ

るモデル.そして，現在学者の大半の努力が l のモデル

に向けられている. 1.の例として World Modeling 

というのがあるが，これはケインズ理論にもとづいてい
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「待ち行列についてJ 日比野氏(愛知学院大)

「標準化の行先きj 平石氏(神鋼電機)

「有限要素法での問題j 尾鍋氏(日本碍子)

「チーム理論と応用」 小坂氏(名工大)

「径路誘導システム」 辻氏，鈴木氏(豊田中研)，

山本氏(東工大)

この臼は，事例研究会の前に，豊田自工の小谷氏によ

る f多段生産工程における引張型生産方式について」の

講演があり，盛沢山の内容の l 日であった.

l 人20分以内で話してもらうつもりが，質問が多くて

だんだん時聞が長びいてしまった.内容は簡単なものか

らむずかしいものまであり，この日の参加者は30名を超

える大盛会であった.会員からの声を 2 ， 3 あげると，

1.なかなかないが簡単にわかる例はおもしろい. 2. 若い

人たちの刺激になった(初めての参加者が数名いた).

3. 現象の共通化(企業と大学)を考えねばならない.と

いったものがあった.会員増強のためにも，支部活動と

して，わかりきった手法に関するものでも実施できた例

を紹介しあい，若い人たちの芽をどんどん伸ばしてやる

ことを考えなければならない.初めての事例研究会はま

ず成功といって良いだろう.
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